
                     

 

 

 

 

 

                      

学校長 水野 正人 

 

先日の授業参観・懇談会には、多くの保護者の皆様にお越しいただきありがとうござい

ました。この１年間のお子様の成長を、少しでも感じていただけたなら幸いです。これま

での教育活動に、ご理解・ご協力を賜りましたことに、改めて心より感謝申し上げます。 

 

朝、校門に立って挨拶をしていると、登校班の班長である６年生が先頭を歩いてきま

す。その歩幅は小さく、実にゆっくりです。前を向いて歩きながらも、その意識は常に後

ろへと向けられています。「小さな１年生が遅れずに歩けているだろうか」「あんまりゆ

っくり歩くと、高学年には遅すぎるかな……」。そんな葛藤を抱えながら、６年生は一歩

一歩、班のメンバーを安全に学校へと導いてくれました。 

その姿を見た１年生が「自分たちのペースに合わせてくれる６年生は優しいな」と感

じ、そして数年後、自分が最高学年になった時に「かつての６年生のように、自分も下級

生に優しくしてあげたい」と願う。そんな心のバトンが繋がっていくことこそ、教育の理

想的な姿ではないでしょうか。こうした人と人との繋がりの根底にあるものは、日々の

「感謝」や「お互いさま」という温かな気持ちなのだと強く感じます。 

１年生から５年生は、登校班だけでなく仲良し遊びや委員会活動など、多くの場面で６

年生にお世話になりました。その６年生も、いよいよ３月で卒業を迎えます。「ありがと

う」と言葉にするのは簡単ですが、大切なのはその中身です。どんな場面で助けてもらっ

たのか。その時、６年生はどんな思いで動いてくれたのか。そのおかげで、自分たちは何

を得ることができたのか。それらをしっかりと考え、真心のこもった「感謝」をもって送

り出してほしいと思います。 

感謝を伝える相手は、６年生だけではありません。この１年でお世話になった多くの

方々を一人ひとり思い浮かべながら、しっかりと「ありがとう」を伝えられる、そんな締

めくくりの３月にしていきたいものです。 
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地域の方々へ感謝を込めて「お礼の会」 

2月 17日（火）に、子どもたちの登下校を見守る「見守り隊」と、校内を花々で

彩る「花壇＆畑ボランティア」の皆様をお招きし、体育館で「お礼の会」を開催しま

した。児童から感謝のメッセージをお渡しし、皆様からも温かい励ましのお言葉を

いただきました。終了後、皆様から「最近、子どもたちが、よく挨拶できるようにな

った」と嬉しいお褒めの言葉も頂戴しました。皆様の日頃の見守りやご支援が、子ど

もたちの豊かな心の成長に繋がっていることを実感しました。心温まる、素敵な時

間となりました。 


